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対象コース：                                     
 
[課題] 
 身近に自然が感じられる時代から子どもたちの生活環境が大きく変わってきました。かつて
は、身近にあった緑地や小川で昆虫や水辺の生き物を追ったり、公園で集団遊びしたりするのが
「遊び」とされていましたが、様々な統計によれば、現代では戸外遊びが少なくなり、室内での
電子ゲームが「遊び」の主流になってきていると言われています。また、自然環境のみならず、
家庭や身近な地域の生活環境も変わってきています。以下に示す①②の観点を踏まえて，「遊び」
に対する自分の考えを述べなさい。 

① 現代において，幼児期・学童期の子どもたちが経験している「遊び」について 
② 保育・教育活動または子育てにおいて，大事にしたい「遊び」について 

[出題の意図等] ※問題用紙には記載されません。 
①現代の子どもたちには、「体力が低下している」「子ども同士で関係を築くことが難しくなって
きている」等の傾向が見られる。保育・教育活動または子育てにおいて、子どもの「遊び」にも
関心を持ち、子どもを育てる視点で重視すべきと考え、出題テーマとした。 
②自然や集団の中で遊ぶことが大事にされていた時代の遊び方、電子ゲームが主流になってきて
いる現代の遊び方を単純に比較するのではなく、社会の変化も踏まえつつ、「子どもが育つ」視
点で遊び方を分析してみる力を確かめたい。 
③その分析を踏まえて、保育・教育活動または子育てで「遊びを育む」主体者として、どう子ど
もに関わろうと考えているのかを確かめたい。 
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